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シリーズ“京の技”
「京都中小企業優秀技術賞」
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京都産業２１トピックス

京都府中小企業技術センター トピックス

「中小企業応援センター」のご紹介

次世代の自動車用ホイール×京都の工芸

総合受付には、お客様相談窓口としてコンシェルジュが常駐し、「創業」「事
業承継」「経営改善」「販路開拓」「融資・資金」「雇用・人材育成」などの経営
課題に応じて適切な産業支援機関をご案内します。

商工会、商工会議所、京都府商
工会連合会、京都府中小企業団
体中央会、京都産業21を核に構
成される中小企業応援隊。中小
企業の皆様の声をよく聴いて、
経営の安定と成長に向け様々な
悩みに寄り添い支援します。

　京都経済センターの３階、４階を中心に展開する「中小企業応援
センター」には府内の産業支援機関が集まり、それぞれが持つ情
報、ノウハウ、ネットワークを活用し、中小企業の皆様を応援します。

●お問い合わせ先／ （公財）京都産業21 京都経済センター支所　TEL：075-708-3333  E-mail：keizai-center@ki21.jp

どなたでもご利用いただける貸会議室の
ご予約はホームページから
https://keizai-center.kyoto/

起業・新事業のための共創の場 元気な商店街づくりの支援 海外ビジネスへの取組支援

TEL  075-708-3063

お客様相談窓口
（よろず支援拠点）

商店街創生センター中小企業応援隊の拠点 京都海外ビジネスセンター
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シリーズ「京の技」 ― タマヤ（株）
事業承継セミナー開催報告
近畿・四国合同広域商談会 受注企業募集のお知らせ
令和元年度下請取引適正化推進月間
“けいはんな”発、元気企業 ― ミツフジ（株）
「２０１９年度 京都府高等学校ロボット大会」開催報告
グルメ＆ダイニングスタイルショー秋２０１９及び
地方銀行フードセレクション２０１９「京都ブース」出展報告
こんにちは、京都産業21です
小規模企業者等ビジネス創造設備貸与制度のご案内
設備貸与企業紹介 ― （株）マナ
受発注あっせん情報
研究報告
― 凝集・合金化処理を利用した抗菌性複合化銀粒子の検討
― 電源線伝導電磁ノイズの誤差要因検証
技術トレンド ― 電波吸収体について 
業務・相談事例紹介 ― ICP発光分光分析について
機器紹介
― 雷サージ試験機と静電気放電試験機
― テラヘルツ非破壊検査装置のご紹介
技術センターから
― デジタルマニファクチャリング研究会
　 「中丹商品開発部」活動紹介
京都発明協会からのお知らせ
トピックス  ・中小企業応援センターのご紹介

・次世代の自動車用ホイール × 京都の工芸

　当技術センターが支援している新工芸研究会は、京都が培ってきた工芸の素材や技術、感性、そして文化を新素材や新技術と
融合させて、国内外の生活空間や商業空間に生かしていけるような新たな工芸の「もの」や「こと」を生み出すことを目指して活動
しています。最近の研究テーマは「現代のＢtoＢのお誂え」。かつて本阿弥光悦や尾形光琳らが公家や大名、豪商などをパトロン＝
顧客として、京都の職人たちの優れた技を生かしてそれまでにない新しい造形や表現を創出し提供してきた「琳派のモノづくりの
仕組み」を現代に再構築しています。
　そこに「京都の伝統工芸とコラボして、自動車用ホイールの未知の魅力を探り提案したい」と、コンセプトホイール制作の注文を
くださったのは自動車用ホイールを主力製品とする中央精機（株）。当研究会がプロデューサーとなって会員企業とそのネット
ワーク工房の技術を横断的に取り入れて制作し、９月に開催された自動車メーカー向け技術展示会に出展して好評を博しました。
　京都の工芸とのコラボレーションを考えておられる企業さんはぜひ当研究会にご相談ください。
　■ 新工芸研究会　http://www.shinkogei-kyoto.com

新工芸研究会の「現代のＢtoＢのお誂え」事業

中央精機(株)の方々も毎月の例会やミーティングに
参加され、一緒に検討を重ねた

「華」をテーマとしたホイールは金箔が透ける朱合漆
の上に梨地の蒔絵を施した

「翔」がテーマのホイールは龍をモチーフに、京焼の
玉を掴む五本の爪を鎚起で表現した

オープンイノベーション
カフェ「KOIN」

コイン


